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まだ知らない浦添がここに！

▲うらそえナビ

■住　　所：浦添市勢理客4-13-1 4F
■電話番号：☎（874）0145
■営業時間：午前9時～午後6時（土日・祝日定休）

一般社団法人 浦添市観光協会

https://www.urasoenavi.jp/

は
い
た
ー
い
♪
エ
ア
コ
ン
が
欠
か
せ
な
い
季

節
到
来
！
室
内
外
の
気
温
差
に
体
調
を
崩
し
て

い
る
人
も
い
る
の
で
は
!？
そ
ん
な
あ
な
た
に
オ

ス
ス
メ
な
情
報
で
す
。今
回
紹
介
す
る
の
は
、浦

添
ブ
ラ
ン
ド
の
特
産
品
と
し
て
、皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
て
今
年
で
12
年
目
。島
桑
商
品
を
取
り
扱
う

「
株
式
会
社
沖
縄
美
健
販
売
」さ
ん
で
す
♪

　
市
内
の
学
校
給
食
で
も
提
供
さ
れ
て
い
る
、島

桑
の
実
を
使
っ
た
ス
テ
ィ
ッ
ク
ジ
ャ
ム
や
大
人
向

け
に
は
ワ
イ
ン
を
扱
っ
て
い
ま
す
。中
で
も
注
目

し
た
い
の
が
、栽
培
か
ら
加
工
、販
売
ま
で
の
す

べ
て
を
市
在
住
の
60
歳
以
上
の
人
た
ち
が
手
掛

け
て
い
る「
て
だ
桑
茶
」。南
西
諸
島
に
分
布
す
る

桑
の
品
種「
島
桑
」を
100
％
使
用
し
て
お
り
、無
農

薬
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。食
物
繊
維
、カ
ル
シ
ウ

ム
、鉄
分
な
ど
の
栄
養
素
を
豊
富
に
含
み
、苦
み

や
渋
み
も
な
く
ノ
ン
カ
フ
ェ
イ
ン
で
す
の
で
、就

寝
前
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
い
時
に
も
オ
ス
ス
メ
！

　
体
に
も
良
い
浦
添
の
特
産
品「
島
桑
」を
、毎
日

の
生
活
に
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

株式会社 沖縄美健販売

企業情報

住　　所／沖縄県浦添市伊奈武瀬1-7-2
               (浦添市養蚕絹織物施設サンシルク１F) 
電話番号／☎(943)0623
営業時間／午前10時～午後5時
定休日／土曜・日曜・祝日および年末年始(1/1～3）
Instagramアカウント名／＠tedakuwa.shimaguwa ▲てだ桑茶かぶしきがいしゃ おきなわびけんはんばい

島
の
恵
み
を
丸
ご
と
つ
め
こ
ん
だ

「
島
桑
」を
味
わ
お
う

シ
マ
グ
ワ

い な ん せ

■1

■3■2
■1　　私たちが栽培・加工しています■2 島桑の実と
ハスカップを使ったワイン「ミュール・ドゥ・ソレイ
ユ」■3  おすすめの特産品「てだ桑茶」
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今月の表紙

どうやって目的地まで行こうかな♪
　今月の表紙は、「モビリティ・マネ
ジメント教育」を学ぶ市内小学4年
生。日頃、マイカーを利用する人が
多いと思いますが、ふと移動手段
を考えると…モノレールやバス、タ
クシーなどの公共交通、自転車に
徒歩など、多くの手段があります。
目的地によって移動手段を考えた
り、違う方法で移動をしてみると、
いつもとは違った景色や、体験がで
きるかも？皆さんもぜひマイカー
以外の移動を試してみてください！

※令和5年4月末現在

C O N T E N T S
も くじ

人　口
男
女
世帯数

115,091人
55,868 人
59,223人
52,926 世帯

( ＋   　223 人 )
( ＋   　123 人 )
( ＋   　100 人 )
( ＋　184世帯 )

市の人口 前月比較
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浦添市副市長

新垣　剛 氏
（昭和３７年生）

令和2年
　  総務省自治行政局選挙部政治資金課
令和 3年
　  総務省大臣官房企画課
令和 4年
　  総務省自治行政局地域情報化企画室

4月1日に総務省からの出向で
政策調整監に着任しました。

岩熊　俊介 氏
（平成７年生）

浦添市政策調整監

平成 29年　浦添市教育部長
平成 31年　浦添市総務部長
令和  4 年　浦添市政策調整監兼
　　　　　  企画部西部開発局長
　　11 月　浦添市政策調整監兼
　　　　　  総務部長

しんがき　つよしいわくま  しゅんすけ

お
知
ら
せ

第207回浦添市議会臨時会に
おいて､新垣氏の副市長就任
が決定しました。

Ӝ
ఴ
ࢢ
෭
ࢢ

ỏ

Ӝ
ఴ
ࢢ

ࡦ
ௐ


͕

ܾ
·
Γ
·
͠
た
Ố

Communities
Good informat

ion

知
っ
て
ほ
し

っ
て
ほ
し

っ
て
ほ
し

っ
て
ほ
し

っ
て
ほ
し

っ
て
ほ
し

っ
て
ほ
し

っ
て
ほ
し

っ
て
ほ
し

っ
て
ほ
し自

治
会

i
知ってる貝くん

っ
て
ほ
し

っ
て
ほ
し

っ
て
ほ
し

っ
て
ほ
し

っ
て
ほ
し

っ
て
ほ
し

っ
て
ほ
し

っ
て
ほ
し

っ
て
ほ
し

っ
て
ほ
し自

治
会

自
治
会

自
治
会

自
治
会

自
治
会

自
治
会

自
治
会

自
治
会

自
治
会

自
治
会

自
治
会

自
治
会

自
治
会

自
治
会

自
治
会

自
治
会

自
治
会

自
治
会

自
治
会

自
治
会

自
治
会

自
治
会

こんにちは、
自治会区別
マ ッ プ▶

２

3１

回
は
、私
た
ち「
当
山
ハ
イ
ツ

自
治
会
」の
魅
力
を
皆
さ
ん
に

ご
紹
介
し
ま
す
！
当
山
ハ
イ
ツ
自
治
会

で
は
、若
い
世
代
と
の
交
流
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
も
、「
当
山
ハ

イ
ツ
の
夏
休
み
応
援
！
」や「
ミ
ニ
ク
リ

ス
マ
ス
会
」は
子
ど
も
達
に
大
人
気
の

行
事
で
す
。夏
休
み
に
は
、日
本
最
大
級

の
蝶
で
あ
り
、県
蝶
の
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ

を
自
治
会
内
で
飼
育・観
察
し
、自
由
研

究
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に

今
年
は
羽
化
し
た
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
を
放

蝶
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
行
い
ま
し
た
！
ま

た
、ビ
ー
チ
で
拾
っ
た
サ
ン
ゴ
を
使
っ
て

ラ
ン
タ
ン
作
り
を
行
っ
た
り
と
、さ
ま
ざ

ま
な
夏
休
み
の
思
い
出
作
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
会
で

は
、オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
の
サ
ナ
ギ
４２
個
で
金

の
ツ
リ
ー
を
制
作
し
ま
し
た
。ほ
か
に

も
緑
寿
会（
老
人
会
）で
は
、毎
週
生
き

生
き
健
康
教
室
を
開
催
し
、楽
し
く
体

力
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。今
年
は
、コ

ロ
ナ
禍
で
断
念
し
て
い
た
夏
祭
り
も
開

催
予
定
な
の
で
、ぜ
ひ
参
加
し
て
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

当山ハイツ自治会

ࠓ

当山ハイツ自治会
●住　　所：当山2ー19ー15
●電話番号：☎（877）8314

1サンゴで作ったランタンに明かりを灯して…2遠足で浦添
城跡を散策！3金色に輝くオオゴマダラのサナギのツリー
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当
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ハ
イ
ツ
自
治
会

で
は
、若
い
世
代
と
の
交
流
に
力
を
入

で
は
、若
い
世
代
と
の
交
流
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
も
、「
当
山
ハ

イ
ツ
の
夏
休
み
応
援
！
」や「
ミ
ニ
ク
リ

イ
ツ
の
夏
休
み
応
援
！
」や「
ミ
ニ
ク
リ

ス
マ
ス
会
」は
子
ど
も
達
に
大
人
気
の

ス
マ
ス
会
」は
子
ど
も
達
に
大
人
気
の

行
事
で
す
。夏
休
み
に
は
、日
本
最
大
級

の
蝶
で
あ
り
、県
蝶
の
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ

を
自
治
会
内
で
飼
育・観
察
し
、自
由
研

究
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に

当山ハイツ自治会
住　　所：当山2
電話番号：☎（877）8314

当山ハイツ自治会

１

な
の
で
、ぜ
ひ
参
加
し
て
楽
し

ん
か
？

のこと知
ってる イ！カ
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昨年実施した体験学習の様子

どうして､

モビリティ・マネジメント教育が

必要なんだろう...？
今までの取り組みを紹介

ー
マ
イ
カ
ー
だ
け
に
頼
ら
な
い
生
活
ス
タ
イ
ル
を
考
え
る
ー

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
？

　「モビリティ・マネジメント教育」とは、私たち一人一人の移動手段
や社会全体の交通を「人や社会、環境にやさしい」という観点から見
直し、改善していくために自発的な行動を取れるような人材を育てる
ことを目指した教育活動です。
　幼少期からモビリティ・マネジメント教育を通して「交通」について
学び、大人になった時に、環境や交通渋滞、公共交通がないと困る学
生や高齢者への配慮から、「マイカーではなく、公共交通を使おう！」
といった考えを育成することが必要です。今までは、体験やイベント

を通して学習して来ましたが、今年度から、市内の小学
校では４年生を対象に本教育が始まります。子ども達だ
けではなく、皆さんも一緒に交通について考え、少しでも
クルマに依存しない生活を目指しましょう！

が

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
は
切
っ
て
も
切
り
離

せ
な
い「
交
通
」。沖
縄
県
を
含
め
た
地
方
都
市

で
は
、特
に
ク
ル
マ
に
依
存
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。ク
ル
マ
は
必
要
で
、と
て
も
便
利
な
交

通
手
段
で
す
が
、便
利
な
反
面
、慢
性
的
な
渋

滞
や
交
通
事
故
の
増
加
、排
気
ガ
ス
な
ど
に
よ

る
環
境
問
題
へ
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

公
共
交
通
の
利
用
者
離
れ
が
進
む
と
公
共
交

通
の
維
持
が
難
し
く
な
り
、運
賃
高
騰
だ
け
で

は
な
く
本
数
の
減
少
や
、路
線
が
廃
止
す
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、通
勤
や
通
学
を
含
め
た
日
常
生

活
の
移
動
を「
マ
イ
カ
ー
だ
け
で
は
な
く
、公

共
交
通
や
自
転
車
、徒
歩
な
ど
の
多
様
な
交
通

手
段
を
、状
況
に
応
じ
て
う
ま
く
使
い
分
け
る

状
態
」へ
と
少
し
ず
つ
変
え
て
い
く
こ
と
で
、

環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減
し
た
り
、自
身
の
健
康

増
進
に
つ
な
が
る
な
ど
、環
境
に
も
自
分
に
も

う
れ
し
い
効
果
が
生
ま
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な「
交
通・移
動（
モ
ビ
リ
テ
ィ
）」

を
一
人
一
人
が
自
発
的
に「
改
善（
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
）」す
る
一
連
の
取
り
組
み
を
、モ
ビ
リ

テ
ィ・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
呼
び
ま
す
。

●都市計画課
●電話 ☎（８７６）１２４４

問い合わせ

公
共
交
通
や
自
転
車
、

徒
歩
で
の
移
動
を「
選
択
肢
」に

業では、ICT教材の「交通
すごろく」を用いて渋滞を

引き起こす要因や、クルマの使い
過ぎが環境に与える影響などにつ
いて学習しました。

授

り返りでは、日々の移動に
ついて自分たちに”なに”

ができるかを発表。授業を通じ
て、児童の多くが「車と公共交通
のバランスの良い移動」について
理解することができました。

ふ

パルコシティで開催された「ハッ
ピーラブマーケット」のイベント
会場で、交通すごろくを実施（令
和３年２月14日）

ハッピーラブマーケット

浦添小学校で開催したバスの乗り
方教室では、バスの乗車体験や整
理券の取り方、料金表の見方を親
子で体験（令和5年1月28日）

バスの乗り方教室

モノレール車両基地見学ツアーで
は、乗車体験中にモビリティ・マ
ネジメントツールの紙芝居を活用
し、交通環境学習を実施（令和5
年3月19日）

モノレール車両基地見学

パルコシティで開催された「ハッ
ピーラブマーケット」のイベント
会場で、交通すごろくを実施（令

ハッピーラブマーケット

モビリティ・
マネジメント教育

はじまります。(通称：MM)
Mobirity  Management  education

体にも､環境にもやさしい
生活スタイルに変えてみる

学校、職場、地域での
意識啓発

学校、職場、地域への
公共交通に関する情報提供

沖縄県民の､クルマ依存のスタイルを

電車・バス
時刻
表 路線

図沖縄県

でだこ浦西

浦添前田
経塚

首里

石嶺

市立病院前

美栄橋

奥武山公園

儀保

おもろまち安里

小禄
赤嶺

牧志旭橋

壺川

県庁前

古島

〇〇会社・〇〇施設

市内小学5年生への意識調査（令和４年）

※4年生の頃にMM授業を実施した児童

授業無
授業有※

● 移動の心がけに関する意識 ●

環境にやさしい移動

できるだけバスを利用

健康に
よい移動

車に
頼らない
生活

宮城小学校  比嘉 大地先生

私自身、今まで交通にあまり目を向けられていませんでしたが、体
験学習を通して、生徒と一緒に交通について考える良い機会になりま
した。学習以降に生徒から「学校まで歩いて来たよ」「家族とパルコま
で車を使わないで行ったよ」などの反応もあり、今後教育が始まるこ
とで、生徒や親御さんが自分事として考えるきっかけになり、一人一
人の行動に変化が出てくるのではと感じました。

広報2023年 6月１日 4



2023 年 6月１日広報7

令和5年度浦添市民憲章実践者表彰式が市役所9階
講堂で行われ、地域の模範となる素晴らしい取り組みを
行った個人20人と7団体に表彰状が贈られました。
市では「自然愛」「人間愛」「遵法・公徳心」「勤労・健康」

「平和・文化」の5部門からなる市民憲章を制定し、実践
しています。
受賞者代表あいさつでは、長年地域の健康福祉の向

上に貢献した与那覇成
な り こ

子さんが「このような素晴らしい
賞を受賞することができ、喜ばしく思います。これからも
皆さんと協力しながら、地域に貢献できるように励んで
いきたい」と意気込みを述べました。

今年も4月22日のアースデイ（地球環境について考
え、感謝する日）に合わせ、浦添の西海岸・里浜を清掃する
「アースデイ2023inうらそえ」が開催されました。
親子や友人、企業、学生の皆さんが、市内外から約90

人参加し、パルコシティ前とカーミージー付近の２か所
に分かれ、1時間半ほど清掃しました。
参加者からは「日頃車で海岸沿いを通るが、歩いてみ

るとテレビや大きなゴミがあって驚いた」「大学にチラシ
が貼られていて、何か行動したいと思い参加した」「綺麗
になってヤドカリも嬉しそう」と、イベントを通して、それ
ぞれの視点で自然環境の保全を考える機会になりまし
た。

4/21 地域のために貢献した人たちを表彰4/22 ‶地球の日”環境について考えるきっかけに

市役所玄関前の市民広場で、こいのぼり掲
け い よ う

揚式が4
年ぶりに行われ、市内14のこども園や保育園に通う約
300人の子どもたちが参加しました。青空のもと、歌を
合唱しながら力を合わせて紐を引っ張ると、こいのぼり
が空高く揚がり、大きな歓声があがりました。
参加した園児からは「大きいこいのぼりがキレイだっ

た」「ロープを引っ張って楽しかった」「こいのぼりが気持
ち良さそうに泳いでた」と笑顔で話してくれました。
また、市役所の中庭には、子どもたちが作ったこいの

ぼりも揚げられており、自分の作ったこいのぼりを見つ
けて嬉しそうに話していました。

4/18 子どもたちの健やかな成長を願い、空高く
3月26日に沖縄市ミュージックタウン音市場で開催さ

れた「B
ベ ス ト

est O
オ ブ

f M
ミ ス

iss OKINAWA」で県代表に選出された、
M
ミ ス

iss U
ユ ニ バ ー ス

niverse JAPAN 2023の上地紗
さ や か

也香さん（中央）、
L
レ デ ィ

ady U
ユ ニ バ ー ス

niverse JAPAN 2023の喜納美
み ゆ う

優さん（右）、M
ミ セ ス

rs.
S
エスディージーズ

DGs 2023の東尚
このみ

さん（左）が市長を表敬しました。
ベスト・オブ・ミス沖縄は、コンテストだけではなく、出場

者の内面や外面をともに磨き、自立した女性への成長を育
むサポートをしています。各ジャンルの講師からレッスンを
受け、自身や沖縄の魅力を世界へ届ける女性が選出され
ます。日本大会に向けて日々レッスンをしている各代表の
3人に松本市長は「大変かと思いますが、日本大会やその
先を目指して、楽しんで来てください」と激励しました。

「救うを託されている。」をスローガンに、国内外を問
わず、救護・救援活動や多くのボランティアを実施してい
る日本赤十字社の活動資金募集のため「浦添市赤十字
奉仕団会費募集出発式」が、市民広場で行われました。
毎年5月は赤十字運動月間となっており、団員たち

は、市内企業を訪問しながら赤十字活動への協力を呼
び掛けます。浦添市赤十字奉仕団の前島慶子委員長は
「コロナが落ち着いたとはいえ、患者数は現在も増えて
います。また、地震などの自然災害により、助けが必要な
人が増加するなか、赤十字の役目が更に必要になってい
ます。奉仕団の小さな活動が大きな力になるので、皆さ
ん活動に励んでいきましょう」と意気込みを語りました。

4/25 沖縄の魅力を全国、世界へ発信！

5/10 一人でも多くの命を守るために。

2023年IBTF世界バトントワーリング選手権大会の日
本代表選考会が、3月24日に静岡県浜松市で開催され、
スリーバトンで女子ジュニア4位に入賞した浦添工業高
校の武田真

ま な

愛さん（T
テ ィ ー ダ バ ト ン チ ー ム

idaBatonteam Okinawa所属）
が、市長を表敬しました。
県勢初の4位に入賞し、日本代表として8月に英国の

リバプールで開催される世界大会に出場する真愛さんは
「選考会ではミスもあったが、自分の演技に集中して臨
めた。海外に行くのも初めてですが、楽しみながら頑張っ
て来ます」と話し、松本市長は「3本のバトンを扱う難しい
競技だと思いますが、世界大会でバトンの楽しさをより
実感して来てほしい。英語も頑張って」と激励しました。

「民生委員・児童委員の日」である5月12日にあわせ
て、市民広場で活動強化週間出発式が行われました。
民生委員・児童委員は、朝のあいさつ運動などの見守

り活動や、生活に関するさまざまな相談に応じ、必要な
支援を受けられるよう、関係機関へのつなぎ役を担って
います。この日、集まったみなさんは「民生委員児童委員
信条」を再確認し、より良い地域づくりを目指すことを改
めて決意しました。また、松本市長も一日民生委員とし
て、牧港に住んでいる宮城トミさん（104歳）と宮城キク
さん（９8歳）の自宅を訪問し、会話や交流を通して、見守
り活動を行いました。

4/26 日本代表として、沖縄から世界へ挑戦！

5/12 地域を見守るスーパーボランティア !
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Braden Bennight
ブレイデン・ベナイト

原文・和訳Breaktime with Braden

ワシントン州フェデラ
ルウェイ市出身。2021
年11月から国際交流員
として、浦添市役所国
際交流課に配属。vol.20

レシピ提供：いきいき高齢支援課 管理栄養士　長嶺 臨
のぞみ

材料（4人分）
・乾燥わかめ …………8g
・青じそ ………………20枚
・ミニトマト …………12個
・鶏ひき肉 ……………300g
・塩 ……………………小さじ1/3
・卵 ……………………1個
・おろししょうが ……少々
・片栗粉 ………………小さじ4
・料理酒 ………………小さじ2
・サラダ油 ……………小さじ1
・ゆずこしょう(ペースト) 少々

作り方

　鶏ひき肉を使うことで低カロリー、低脂肪になります。歯ごたえのあるわかめの
　食感や、青じそ・ゆずこしょうの香りを楽しみましょう。

栄養成分表示 （1人前）
・エネルギー…188㎉ ・食塩相当量…1.4g

69
品目 わかめと青じその塩つくね

プラス食材で歯ごたえアップ

①乾燥わかめは水で戻して、キッチン
   ペーパーで水気を切る。
②青じそとミニトマトを洗い、青じそ
   は千切りにする。
③ボールに①のわかめ、②の青じそ､
   鶏ひき肉、塩、卵、しょうが、片栗粉、
  料理酒を入れて混ぜ合わせ、12等
  分(4人分)にして厚さ2㎝くらいの
  だ円形に整える。
④フライパンにサラダ油を中火で熱
   し、③の両面を２分から２分３０秒ず
   つ焼く。
⑤器に④を盛り、ゆずこしょう、ミニト 
   マトを添えて完成。

嘉手納飛行場のアメリカフェスト2023 America Fest 2023 at Kadena Air Base
　この春、家族と嘉手納飛行場で開催された「アメリカフェ
スト2023」に行きました。最後に開催されたのが2014年で
したので、ほぼ10年ぶりになります。イベント開催を地域に
も開放することで文化的な外交を推進するという目的だそ
うです。週末2日間のイベントには約７万人が参加したとの
報告がありました。確かに数千人、主に日本人が参加してい
た記憶があるので、その数字であっていると思います。多く
の人が楽しんでいる様子がよかったです。
　最初に基地の中に入ったら、駐車場が飛行場の大きな着
陸帯になっていることに気づいて驚きました！お祭りでよく
ありそうな乗り物、屋台の食べ物、演奏もありましたが、最
も面白かったのが、多くの民間飛行機と米国軍用機が展示
されていて、その飛行機の中に入ることができるところでし
た。ほかにも、子ども用のSTEM（理系）活動がたくさんでき
る大きな建物もあって、環境について学び、色々な軍装備
品に触れ、科学実験を体験することもできました。
　このイベントがとても楽しかったので、できれば来年も参
加してみたいと思います！

　This spring my family and I attended America 
Fest 2023, which was held at the Kadena Air Base. 
The last time it was held was in 2014, so it has been 
almost a decade. They have stated that the event is to 
promote cultural diplomacy by opening the gates to 
the public. Over the two days of the weekend event, 
it is reported that around 70,000 people attended. 
That number sounds right. I recall seeing thousands 
of people there, mostly Japanese. It was great to see 
many people having fun.
　When we arrived there, we were also surprised 
to learn that we would be parking right on the 
baseʼs huge airstrip! While the event had many 
things youʼd expect like rides and festival food and 
performances, the most interesting part was seeing 
several civilian and US military aircraft, which you 
could enter and look inside of. There was also a 
large STEM activity building for kids, for them to 
learn about the environment, check out and handle 
various types of military equipment, and try some 
science experiments. 
　The event was a lot of fun and we hope to be able 
to attend again next year.

こ
と
が
で
き
る
。そ
れ
が
J
I
C
A
沖
縄
セ

ン
タ
ー
な
の
だ
。今
年
も
J
I
C
A
沖
縄
セ

ン
タ
ー
と
浦
添
市
国
際
交
流
協
会
の
共
催
で

「
ふ
れ
あ
い
講
座
2
0
2
3
」が
開
催
さ
れ
る
。

沖
縄
に
居
な
が
ら
に
し
て
世
界一周
を
体
験

し
よ
う
！
と
銘
打
っ
て
、さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
だ
。日
程
は
６
月
16
日
、8

月
18
日
、10
月
20
日
、12
月
8
日
、2
月
16
日

の
全
５
回
、い
ず
れ
も
夜
７
時
ス
タ
ー
ト
で

入
場
無
料
！
ま
た
、時
間
の
合
わ
な
い
人
に

は
、食
堂
や
図
書
館
も
一般
開
放
さ
れ
て
い

て
、入
り
口
で
優
し
い
ガ
ー
ド
マ
ン
が
案
内

し
て
く
れ
る
。立
派
な
建
物
で
、初
め
て
の
人

は
ち
ょっ
と
敷
居
高
め
に
感
じ
る
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
も
、思
い
切
っ
て
入
っ
て
み
よ
う
。

特
に
O※
2
I
C（
お
い
し
〜
）食
堂
は
お
値
段
も

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
異
国
情
緒
が
味
わ
え
る
の

で
オ
ス
ス
メ
。と
に
か
く
世
界
へ
と
続
く
ド

ア
は
こ
ん
な
身
近
に
あ
る
の
だ
。J
I
C
A

沖
縄
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
み
よ
う
！

我
が
浦
添
市
前
田
に
は
J※1
I
C
A
沖
縄

セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。モ
ノ
レ
ー
ル
経
塚
駅

か
ら
前
田
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
、右
側
に

あ
る
赤
瓦
の
建
物
だ
。パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は

1
9
8
5
年
開
所
と
あ
る
の
で
共
に
暮
ら
し

て
か
れ
こ
れ
38
年
が
経
つ
こ
と
に
な
る
。開

発
途
上
国
を
対
象
と
し
た
国
際
協
力
、人

材
育
成
、地
域
交
流
支
援
な
ど
の
活
動
を
核

と
し
な
が
ら
、時
代
に
合
わ
せ
て
変へ

ん
ぼ
う貌
を
遂

げ
、近
年
で
は
県
内
企
業
の
海
外
展
開
支
援

も
行
っ
て
い
る
。そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
セ
ン

タ
ー
が
浦
添
市
に
あ
る
の
に
、ま
だ
行
っ
た

こ
と
が
な
い
市
民
が
い
る
こ
と
に
驚
く
。実

に
、「
あ
ぁ
、も
っ
た
い
な
い
」で
あ
る
。

私
は
物
心
つ
い
た
頃
か
ら
海
外
へ
の
憧
れ

が
あ
っ
た
。高
校
や
大
学
時
代
に
は
と
に
か

く
沖
縄
を
飛
び
出
し
て
、世
界
を
見
て
み
た

い
と
い
う
強
い
願
望
が
あ
っ
た
。そ
こ
で
、大

学
時
代
の
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
放
浪
の
旅
を
皮

切
り
に
、訪
れ
た
国
や
地
域
の
数
は
20
を
超

え
て
、最
終
的
に
は
ア
メ
リ
カ
留
学
へ
と
繋

が
っ
て
い
く
。あ
の
頃
の
体
験
な
し
に
は
今
の

自
分
は
あ
り
得
な
い
し
、私
の
現
在
の
世
界

観
は
、あ
の
頃
に
基
礎
形
成
さ
れ
た
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

さ
て
、何
も
わ
ざ
わ
ざ
異
国
の
地
へ
足
を

運
ば
な
く
て
も
、こ
こ
浦
添
で
世
界
中
の
人

た
ち
と
出
会
い
、た
く
さ
ん
の
友
情
を
育
む

「
め
ん
そ
ー
れ
、世
界
！
」

※1…JICA (独立行政法人国際協力機構）　※2…Okinawa international Center (JICA沖縄センターの通称）

▲ふれあい講座 2022

▲ OIC 食堂の料理

上原 つばきちゃん
（1歳）

パパの帽子♡浦添市民になりました！笑

中山 愛
ひま り

葵 ちゃん
（7か月）

食べるのだいすき♡

前田在

池間 優
ゆういち

一 ちゃん
（0か月）

宮城在内間在

広報2023年 6月１日 8



市
民
協
働
・
男
女
共
同
参
画

ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー

☎（
８
７
４
）５
７
１
１

■
6
月
23
日（
金
）～
29
日（
木
）は

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」で
す
。【
無

く
そ
う
思
い
込
み
、守
ろ
う
個
性
み

ん
な
で
つ
く
る
、み
ん
な
の
未
来
】

性
別
、国
籍
、文
化
や
宗
教
の
違
い

を
超
え
て
、多
様
性
社
会
実
現
の
た

め
に
、い
ま
何
が
で
き
る
か
を
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
パ
ネ
ル
展

期
間

6
月
22
日（
木
）〜
29
日（
木
）

場
所

市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

■
行
政
相
談

日
時

6
月
22
日（
木
）午
後
1
時

〜
4
時

場
所

市
役
所
5
階
会
議
室

相
談
員

山
里
時と

き

こ子
氏（
総
務
大
臣

委
託
行
政
相
談
委
員
男
女
共
同
参

画
担
当
）

浦
添
市
立
中
央
公
民
館

☎（
８
７
９
）５
５
０
３

電
話
・
窓
口
対
応
は
土
日
・
祝
日
除
く

午
前
９
時
～
午
後
５
時
※
各
講
座
手
話
通

訳
あ
り
。

■
18
歳
ま
で
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い

マ
ネ
ー
教
育

子
ど
も
の
自
立
に
必
要
な
マ
ネ
ー

教
育
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時

6
月
29
日（
木
）午
後
７
時

～
9
時

場
所

中
央
公
民
館
3
階
ホ
ー
ル

講
師

慶け

だ

し

ろ

田
城

裕
ゆ
た
か

氏（
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
保
護

者
・
支
援
者

費
用

無
料

定
員

40
人

※
託
児
あ
り（
未
就
学
児
）

締
め
切
り

6
月
22
日（
木
）

▲詳しくはこ
　ちら

■「
東
日
本
大
震
災
被
災
地
福
島
に

学
ぶ
」子
ど
も
の
成
長
・
発
達
・
健
康

づ
く
り

日
時

7
月
７
日（
金
）午
後
６
時

30
分
～
８
時
30
分

場
所

中
央
公
民
館
3
階
ホ
ー
ル

講
師

菊
池

信
太
郎
氏（
医
療
法

人
仁
寿
会
菊
池
医
院
理
事
長
）

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
で
子
ど
も

の
成
長
と
発
達
に
関
心
の
あ
る
保
護

者
お
よ
び
関
係
者
。教
育
関
係
者
、自

治
会
等
地
域
活
動
の
関
係
者
等

費
用

無
料

定
員

1
0
0
人

※
託
児
あ
り（
未
就
学
児
）

締
め
切
り

６
月
30
日（
金
）

▲詳しくはこ
　ちら

●
あ
な
た
も
舞
台
で
練
習
成
果
を

発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

8
月
19
日（
土
）に
、う
ら
そ
え
社

会
教
育
い
き
い
き
ま
つ
り
を
ア
イ

ム
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
て
だ
こ
小
ホ
ー
ル

で
開
催
し
ま
す
。今
回
、舞
台
発
表

を
目
標
に
し
た
連
続
講
座（
8
回
）

を
企
画
し
ま
し
た
。

※
託
児
あ
り（
未
就
学
児
）

■
講
座
①
手
話
ダ
ン
ス

日
時

7
月
5
日
・
12
日
・
19
日
・
26

日
、8
月
2
日
・
9
日
・
16
日（
全
回

水
曜
）午
後
２
時
～
４
時
・
8
月
19

日（
土
）ま
つ
り
本
番

場
所

中
央
公
民
館
3
階
ホ
ー
ル

講
師

宮
里
善よ

し

え江
氏

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で

手
話
や
ダ
ン
ス
に
興
味
が
あ
り
、全

回
参
加
で
き
る
人

費
用

無
料

定
員

30
人

申
込
期
限

６
月
28
日（
水
）

▲詳しくはこ
　ちら

■
講
座
②
社
会
人
の
た
め
の
サ
ン

レ
レ
講
座

日
時

6
月
29
日
、７
月
6
日
・
13

日
・
20
日
・
27
日
、8
月
3
日
・
17
日

（
全
回
木
曜
）午
後
７
時
～
9
時
・
8

月
19
日（
土
）ま
つ
り
本
番

場
所

中
央
公
民
館
2
階
第
1
研

修
室

講
師

石
原
エ
リ
キ
氏

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で

三
線
と
ウ
ク
レ
レ
を
ミ
ッ
ク
ス
し

た
楽
器
サ
ン
レ
レ
に
興
味
が
あ
り
、

全
回
参
加
で
き
る
人

費
用

サ
ン
レ
レ
を
借
用
す
る
人

は
千
円（
サ
ン
レ
レ
を
持
っ
て
い
る

人
は
持
参
く
だ
さ
い
）

定
員

20
人

申
込
期
限

６
月
26
日（
月
）　
　

▲詳しくはこ
　ちら

■
講
座
③
キ
ッ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
ダ

ン
ス
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
講
座

日
時

７
月
14
日
・
21
日
・
28
日
、８

月
4
日
・
9
日
・
11
日
・
18
日

午
後

７
時
～
９
時
・
8
月
19
日（
土
）ま
つ

り
本
番

場
所

中
央
公
民
館
分
館

２
階

ホ
ー
ル

講
師

桑
江

良し

お

ん百
氏（
ホ
ー
ム
ラ

ン
ド
オ
キ
ナ
ワ
）

対
象

市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生

で
、全
回
参
加
で
き
る
ダ
ン
ス
初
心

者
。

費
用

無
料

定
員

30
人

申
込
期
限

7
月
7
日（
金
）

問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
分
館

（
8
7
9
）6
6
4
0

   

▲詳しくはこ
　ちら

浦
添
市
消
防
本
部

☎（
８
７
５
）０
１
１
９

■
救
急
法
講
習
会（
普
通
Ⅲ
）

「
助
け
た
い
思
い
を
ワ
ザ
に
救
急

法
」主

に
小
児
・
乳
児
へ
の
心
肺
蘇
生

法
や
A
E
D
の
使
い
方
な
ど
、救
命

処
置
を
目
的
と
し
た
コ
ー
ス

日
時

6
月
17
日（
土
）午
後
1
時

〜
4
時

場
所

消
防
本
部
２
階
講
堂

定
員

30
人（
市
内
在
住
・
在
勤
の

人
優
先
）

費
用

無
料

申
し
込
み

講
習
日
前
日
ま
で（
定

員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
）

浦
添
市
立
図
書
館

☎（
８
７
６
）４
９
４
６

■
休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
、23
日（
金
・慰

霊
の
日
）、30
日（
金・資
料
整
理
日
））

●
各
イ
ベ
ン
ト（
要
事
前
申
し
込
み
）

6
月
1
日（
木
）
～
各
イ
ベ
ン
ト

前
日
ま
で
電
話
・
カ
ウ
ン
タ
ー
で
受

け
付
け
。

■
お
は
な
し
の
部
屋

「
お
は
な
し
の
木
の
会
」に
よ
る

語
り
聞
か
せ
や
、絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
行
い
ま
す
。

内
容

雨
の
お
は
な
し

日
時

6
月
10
日
（
土
）午
前
11
時

30
分
～
正
午

対
象

４
歳
以
上

■
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
会

内
容

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
体
験
し

て
み
よ
う

日
時

6
月
11
日（
日
）午
前
10
時

～
正
午

対
象

中
学
生
～
大
学
生（
22
歳
ま

で
）小
学
生
以
下
は
要
相
談

定
員

10
人

■
英
語
の
お
は
な
し
会

浦
添
市
国
際
交
流
員
に
よ
る
英

語
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

日
時

6
月
13
日（
火
）午
後
3
時

30
分
～
4
時

■
令
和
５
年
度
沖
縄
学
講
座
浦
添

の
歴
史
・
平
和
・
民
俗

第
２
回「
浦
添
の
戦
争
体
験
を
語

り
継
ぐ
～
協
力
を
広
げ
活
動
を
継

続
す
る
工
夫
」

日
時

6
月
17
日（
土
）午
前
10
時

～
正
午

定
員

30
人（
先
着
申
し
込
み
順
）

場
所

図
書
館
2
階
視
聴
覚
室

講
師

知
名
正ま

さ

お男
氏（
て
だ
こ
市
民

大
学
卒
業
生
、元
学
校
教
諭
）

※
手
話
通
訳
あ
り

■
空
と
ぶ
じ
ゅ
う
た
ん
お
は
な
し
会

絵
本
と
手
遊
び
を
中
心
と
し
た

お
は
な
し
会

内
容

平
和
の
か
け
は
し

日
時

6
月
20
日（
火
）午
前
10
時

30
分
～
11
時

■
や
さ
し
い
本
か
ら
読
み
始
め
る

英
語
多
読

日
時

7
月
2
日（
日
）午
前
11
時

～
正
午

対
象

英
語
学
習
に
興
味
の
あ
る
人

（
中
学
生
く
ら
い
の
英
語
力
か
ら
）

定
員

15
人（
先
着
申
し
込
み
順
）

講
師

新あ
ら
か
わ川

智と
も
き
よ清

氏（
元
沖
縄
工

業
高
等
専
門
学
校
教
授
）

浦
添
市
美
術
館

☎（
８
７
９
）３
２
１
９

FAX（
８
７
８
）１
２
2
１

■
休
館
日
：
毎
週
月
曜
日（
祝
日
は
開

館
）、
６
日
～
11
日（
常
設
展
示
室
閉
室
）、

8
日（
臨
時
休
館
）

■
令
和
４
年
度
第
３
期
常
設
展「
色

と
形
と
文
様
と
—
漆
器
の
い
ろ
は
—
」

期
間

～
６
月
４
日（
日
）ま
で

場
所

常
設
展
示
室

■
令
和
4
年
度「
新
収
蔵
品
展
」

期
間

～
６
月
４
日（
日
）ま
で

場
所

企
画
展
示
室
2

■
令
和
5
年
度
第
1
期
常
設
展

「
お
い
し
い
漆
器
」

期
間

６
月
13
日
（
火
）〜
9
月
24

日（
日
）

観
覧
料

高
校
生
以
下
無
料
／
一

般
３
０
０
円（
２
０
０
円
）／
大
学

生
２
０
０
円（
１
３
０
円
）／
65
歳

以
上
２
４
０
円（
１
６
０
円
）

※
（
）内
は
市
民
割
引
料
金
。市
在

住
・
在
勤
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
も

の（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、運
転

免
許
証
、職
員
証
な
ど
）を
ご
提
示

く
だ
さ
い
。

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

日
時

毎
週
日
曜
日
午
後
２
時
か
ら

■「
紙
ア
プ
リ
・
浦
添
市
水
族
館
？
」

期
間

７
月
16
日（
日
）～
23
日（
日
）

場
所

講
堂
・
企
画
展
示
室
3

参
加
費

1
回
5
0
0
円

浦
添
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

☎（
８
７
５
）２
１
０
０

FAX（
８
７
５
）１
５
７
９

■
健
康
相
談
・
栄
養
相
談

保
健
師
・
栄
養
士
が
、健
康
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
て

い
ま
す
。健
診
結
果
や
生
活
習
慣
病

に
つ
い
て
の
相
談
を
含
め
、心
配

な
こ
と
、気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。    

食事と妊婦健診結果の関連性・
食事の選び方・妊婦ジャケットの
装着体験・赤ちゃん人形やフード
モデル展示など。

対　　象▶妊婦さんとそのパートナー
　　 　　（市内在住者）
日　　時▶7月2日（日）
　　　　　午前9時～正午
場　　所▶保健相談センター
申し込み▶6月2日（金）～22日（木）

対　　象▶4～8か月の乳児を持つ
　　　　　保護者（市内在住者）
日　　時▶6月16日（金）
　　　　　午後１時～3時30分
場　　所▶保健相談センター
申し込み▶6月13日（火）まで

マタニティスクールマタニティスクール

ベビースクール（離乳食教室）ベビースクール（離乳食教室）

※ゆっくり講話を聞くために、お子さんは預け
　て来ていただくことをおすすめしています。

乳幼児・ママさん健診【無料】

●産婦健診は、産後2週目と1か月頃の健診2回分が助成対象（上限額1回あたり5千円）。
●産婦健診、妊婦歯科健診の受診票は親子健康手帳交付時にお渡ししています。
●乳児健診では県薬剤師会によるお薬相談コーナーもあります。希望する人はお薬手帳を持参してください。

問保健相談センター
☎（875）2100

離乳食についての講話やデモンストレーショ
ンなど。

各健診の対象者には通知書を送付しています。１歳６か月児健診は１歳９～１０か月頃、３歳児
健診は３歳９～１０か月頃の案内になります。※コロナの影響で健診の案内が遅れています。
最新の情報は市ホームページをご確認ください。

6月25日（日）

午後0時45分
～2時15分

午後1時15分
～2時15分 

日　程内　容 場　所受付時間

市と契約している
歯科医療機関

市と契約している
医療機関

歯科医療機関に
問い合わせください

医療機関に
問い合わせください

保健相談センター
乳児健診
（集団健診）

産婦健診（産後8週以内） 

6月1日、8日、
29日

【前期】
3～4か月児

1歳6か月児
（全回木曜日）

午前8時45分
～10時15分

【後期】
9～10か月児

6月7日、28日3歳児
（全回水曜日）

妊婦歯科健診（個別健診）

要予約

幼児健診
（集団健診）
要予約

2歳児歯科健診（個別健診）

▲LINE予約はこちら

LINEまたは電話で
事前予約してください。
☎（875）2100

※母子モアプリでの事前予約となります。

アプリのダウンロード▲
　「食育」とは､生涯にわたって心もから
だも健康でいきいきと過ごすために､健全
な食生活を実践できる力を育むことです。
誰かと一緒に食事や料理をしたり､食べ
物の収穫を体験したり、季節や地域の料
理を味わったりするなど､食育を通じた
「実践の輪（わ）」を広げましょう。

【健康シリーズ】

健康づくり課（浦添市保健相談センター）　
☎（875）2100

6月は 食育 月間

　　　簡単健康レシピ「サッとごはん」
リニューアル！▶

いただきま

すおい
しいね！

▲美術館
Facebook

▲美術館
ホームページ

日
時

平
日
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時

場
所

浦
添
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

浦
添
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

☎（
８
6
1
）3
1
9
6

■
休
館
日：
毎
週
月
曜
日
、23
日（
金・慰
霊
の
日
）

■
浴
衣
の
リ
メ
イ
ク「
ワ
ン
ピ
ー
ス

作
り
」（
全
２
回
）

日
時

6
月
14
日（
水
）、21
日（
水
）

午
後
1
時
～
４
時

参
加
費

9
2
0
円（
型
紙
代
込
み
）

持
ち
物

浴
衣（
ほ
ど
い
て
ア
イ
ロ

ン
し
た
も
の
）、ミ
シ
ン
糸
60
番
、裁

縫
セ
ッ
ト

定
員

８
人

■
ハ
ー
ブ
生
活（
夏
）虫
除
け
ス
プ

レ
ー
作
り
＆
夏
休
み
に
親
子
で
作

れ
る
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ

日
時

6
月
22
日（
木
）午
前
10
時

〜
正
午

参
加
費

5
6
0
円

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、お
手
拭
き

定
員

12
人
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▲多くの証言記録を残す『浦添市史』第五巻ほか▲多くの証言記録を残す『浦添市史』第五巻ほか

　６月23日慰霊の日は、沖縄戦で日本軍の組織的な戦闘が終結した日として、県の条例で定められ、
戦争で亡くなった人たちをなぐさめ、平和を祈る日として沖縄県民に広く浸透しています。
　去る大戦で、激しい地上戦が展開され、住民9，226人のうち4，117人（調査後の追加含む）もの犠
牲者を出した悲しい歴史をもつ浦添市から、これからも平和を求め、発信していくために平和講演会を
開催します。
　この講演を通して平和について考え、ご家族、ご友人など、親しい人と話し、ともに争いのない世の
中をつくりましょう。

PE
AC
E URASOE

●日　時／６月２３日（金) 慰霊の日
　開場 午後１時
　開演 午後２時（2時間程度）※パネル展示等あり
●講　師／石原　昌家 氏（沖縄国際大学名誉教授）
●場　所／てだこホール 市民交流室
●参加費／無料
●定　員／１００人

問 国際交流課☎(876)1258

特
集
平
和
繋
ぐ
慰
霊
の
日

浦
添
の
記
憶
と
記
録

平
和
に
つ
い
て
考
え
た
と
き
、あ
な
た
は
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？

『
昔
の
公
式
資
料
で
は
、沖
縄
戦
に
お
け

る
浦
添（
村
）の
戦
死
者
数
は
3
9
2
5
人
。

聞
き
取
り
調
査
で
は
4
1
1
2
人
で
、そ
の

差
1
8
7
人
が
公
式
記
録
の
戦
死
者
を
上

回
っ
た
。（
浦
添
市
史
か
ら一部
抜
粋
）』

戦
死
者
と
い
う
と
、か
つ
て
は
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
が
適
用
さ
れ
た
数

を
使
い
、国
が
調
査
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

数
に
差
が
あ
る
理
由
は
、証
言
記
録
が
示

す
通
り
、焼
失
し
た
戸
籍
簿
を
作
成
す
る
時

に
戦
死
者
を
除
い
た
り
、避
難
壕
で
生
ま
れ

て
名
も
な
く
亡
く
な
っ
た
り
、戸
籍
に
記
載

さ
れ
ず
、こ
の
世
に
生
を
受
け
た
こ
と
に
な
っ

て
い
な
い
人
、命
を
お
金
に
変
え
ら
れ
な
い
と

援
護
法
の
適
用
を
拒
ん
で
戦
死
者
の
記
録

か
ら
漏
れ
て
い
る
人
、一家
全
滅
の
戦
死
者
な

ど
が
調
査
に
よ
っ
て
判
明
し
た
も
の
で
す
。

『
浦
添
市
史
』の
た
め
に
聞
き
取
っ
た
、約

千
人
の
証
言
に
は
、伝
え
た
い
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、中
で
も
戦
争
が
始
ま
る

三
十
年
ほ
ど
前
に
は
、浦
添
が
激
戦
地
に
な

る
こ
と
を
想
定
し
た
軍
事
演
習
が
あ
っ
た
と

い
う
事
も
知
っ
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

『
昔
の
公
式
資
料
で
は
、沖
縄
戦
に
お
け

る
浦
添（
村
）の
戦
死
者
数
は
3
9
2
5
人
。

聞
き
取
り
調
査
で
は
4
1
1
2
人
で
、そ
の

差
1
8
7
人
が
公
式
記
録
の
戦
死
者
を
上

回
っ
た
。（
浦
添
市
史
か
ら一部
抜
粋
）』

戦
死
者
と
い
う
と
、か
つ
て
は
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
が
適
用
さ
れ
た
数

を
使
い
、国
が
調
査
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

数
に
差
が
あ
る
理
由
は
、証
言
記
録
が
示

す
通
り
、焼
失
し
た
戸
籍
簿
を
作
成
す
る
時

に
戦
死
者
を
除
い
た
り
、避
難
壕
で
生
ま
れ

て
名
も
な
く
亡
く
な
っ
た
り
、戸
籍
に
記
載

さ
れ
ず
、こ
の
世
に
生
を
受
け
た
こ
と
に
な
っ

て
い
な
い
人
、命
を
お
金
に
変
え
ら
れ
な
い
と

援
護
法
の
適
用
を
拒
ん
で
戦
死
者
の
記
録

か
ら
漏
れ
て
い
る
人
、一家
全
滅
の
戦
死
者
な

ど
が
調
査
に
よ
っ
て
判
明
し
た
も
の
で
す
。

『
浦
添
市
史
』の
た
め
に
聞
き
取
っ
た
、約

千
人
の
証
言
に
は
、伝
え
た
い
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、中
で
も
戦
争
が
始
ま
る

三
十
年
ほ
ど
前
に
は
、浦
添
が
激
戦
地
に
な

る
こ
と
を
想
定
し
た
軍
事
演
習
が
あ
っ
た
と

い
う
事
も
知
っ
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

『
浦
添
村
は
全
体
が
首
里
の
軍
司
令
部

を
守
る
最
重
要
陣
地
だ
っ
た
が
、部
隊
配
備

に
関
し
て
は
、1
9
1
3
年
頃
か
ら
浦
添
が

軍
事
上
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
、軍
事
演
習

を
実
施
し
た
こ
と
が
新
聞
で
記
さ
れ
て
い

る
。北
谷
か
ら
の
進
撃
や
、首
里
か
ら
の
日

本
軍
の
迎
撃
で
、嘉
数
付
近
で
激
戦
に
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。（
浦
添
市
史
か

ら一部
抜
粋
）』

戦
争
体
験
の
証
言
を
語
る
に
は
何
時
間

あ
っ
て
も
足
り
な
い
と
話
す
石
原
氏
。

「
沢
岻
の
交
差
点
付
近
に
は
、戦
車
を
待

ち
構
え
て
、爆
弾
を
投
げ
る
た
め
に
隠
れ
た

人
が
…
」と
い
う
生
々
し
い
話
か
ら「
ス
パ

イ
の
疑
い
を
晴
ら
し
て
く
れ
た
日
本
兵
の

母
に
青
森
で
会
え
た
」と
い
う
発
刊
後
の
後

日
談
な
ど
、逸
話
も
さ
ま
ざ
ま
。

こ
の
本
を
通
し
、ま
た
は
講
演
を
聞
い
て

い
た
だ
き
、戦
争
の
む
ご
さ
や
争
う
こ
と
の

無
意
味
さ
を
過
去
か
ら
学
び
、平
和
が
訪

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
な
ら
な
い
。

『
浦
添
村
は
全
体
が
首
里
の
軍
司
令
部

を
守
る
最
重
要
陣
地
だ
っ
た
が
、部
隊
配
備

に
関
し
て
は
、1
9
1
3
年
頃
か
ら
浦
添
が

軍
事
上
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
、軍
事
演
習

を
実
施
し
た
こ
と
が
新
聞
で
記
さ
れ
て
い

る
。北
谷
か
ら
の
進
撃
や
、首
里
か
ら
の
日

本
軍
の
迎
撃
で
、嘉
数
付
近
で
激
戦
に
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。（
浦
添
市
史
か

ら一部
抜
粋
）』

戦
争
体
験
の
証
言
を
語
る
に
は
何
時
間

あ
っ
て
も
足
り
な
い
と
話
す
石
原
氏
。

「
沢
岻
の
交
差
点
付
近
に
は
、戦
車
を
待

ち
構
え
て
、爆
弾
を
投
げ
る
た
め
に
隠
れ
た

人
が
…
」と
い
う
生
々
し
い
話
か
ら「
ス
パ

イ
の
疑
い
を
晴
ら
し
て
く
れ
た
日
本
兵
の

母
に
青
森
で
会
え
た
」と
い
う
発
刊
後
の
後

日
談
な
ど
、逸
話
も
さ
ま
ざ
ま
。

こ
の
本
を
通
し
、ま
た
は
講
演
を
聞
い
て

い
た
だ
き
、戦
争
の
む
ご
さ
や
争
う
こ
と
の

無
意
味
さ
を
過
去
か
ら
学
び
、平
和
が
訪

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
な
ら
な
い
。

▲浦添市史の証言記録について話す石原氏

浦
添
に
は
、他
に
な
い

資
料
が
あ
っ
た

浦
添
に
は
、他
に
な
い

資
料
が
あ
っ
た

今
、何
を
伝
え
た
い
か

と
問
わ
れ
る
と

前田高地の戦跡巡り
　沖縄戦の激戦地となっ
た前田高地に残る戦跡
を、うらおそい歴史ガイ
ドが案内します。

●当日の受付時間
　午前8時30分～9時
　※出発は受付次第随時、
   終了は正午を予定

●集合場所
　浦添グスク・ようどれ館

●対 象
　小学生以上
　（小学生は保護者同伴）

▲前田高地平和之碑でガイドの説明を聞く
参加者

▲ホールにパネルを展示

●場所／市立図書館 １階エントランスホール周辺
   問 浦添市立図書館☎（876）4946※月曜休館

　ここ沖縄で、浦添で何が
あったのだろう・・・。戦争の
ない時代が続くよう、資料
を紹介します。いま、平和
のために一緒に考えてみま
せんか？

「浦添～平和のかけはし～」

▲以前のパネル展のようす
問 国際交流課☎（876）1258

●場所／市役所２階 ロビー

平和パネル展
戦時中の写真パネルな

どを展示します。

問 浦添グスク・ようどれ館☎（874）9345※月曜休館

その他の平和を考えるイベントその他の平和を考えるイベント

６月18日（日） 6月１日（木）～2９日（木）平和特集

パネル展6月12日（月）～26日（月）

参加者募集

●参加費
   １人300円（保険料など）

●定 員
   先着50人（予約制）※当日申し込      
   み不可

●募集期限
   6月15日（木）午後5時まで

●申し込み方法
   浦添グスク・ようどれ館に電話で申 
   し込み

その他の平和を考えるイベントその他の平和を考えるイベントその他の平和を考えるイベントその他の平和を考えるイベント

6.23 平和講演会「戦場になった浦添」
　
満
州
事
変
か
ら
始
ま
る
十
五
年
戦
争
の

最
後
に
し
て
最
大
の
地
上
戦
で
、2
0
万
余

の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
た「
沖
縄
戦
」は
、戦
争

に
よ
る
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、そ

の
凄
惨
さ
が
語
り
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　
浦
添
の
戦
災
は『
浦
添
市
史
』の
編
集
に

よ
っ
て
調
査
さ
れ
ま
し
た
。人
を
集
め
て
話

を
聞
く「
シ
マ
語
れ
ー（
故
郷
を
語
り
合
う
）

会
」を
開
く
な
ど
、全
数
調
査
に
よ
っ
て
多
く

の
証
言
を
聞
き
取
っ
て
記
録
し
た
こ
の
市
史

は
、そ
れ
ま
で
に
前
例
が
な
い
地
域
史
と
し

て「
浦
添
方
式
」と
呼
ば
れ
ま
し
た
。そ
の
証

言
記
録
の
編
集
に
携
わ
っ
た
沖
縄
国
際
大
学

名
誉
教
授
の
石
原
昌
家
氏
に
、本
の
中
か
ら

記
憶
と
記
録
の
一
部
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

か
た

せ
い
さ
ん

ま
さ
い
え
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サ
ー
ジ
・
指
圧
の
両
方
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。ま
た
、入
院
中
に
施
術
所

に
よ
る
施
術
を
受
け
た
場
合
は
、療

養
費
の
支
給
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
は
り
・
き
ゅ
う

【
対
象
と
な
る
傷
病
】

①
神
経
痛

②
リ
ウ
マ
チ

③
腰
痛
症

④
五
十
肩

⑤
頚
腕
症
候
群

⑥
頚
椎
捻
挫
後
遺
症

⑦
①
～
⑥
と
類
似
し
て
い
る
慢
性

的
な
痛
み
や
う
ず
き

※
病
院
や
医
院
で
同
じ
傷
病
の
治

療
を
受
け
て
い
る
場
合
、療
養
費
は

支
給
で
き
ま
せ
ん
。

▼
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧

【
対
象
と
な
る
傷
病
】

筋
肉
の
ま
ひ
や
関
節
が
固
ま
る

な
ど（
骨
折
や
手
術
後
の
障
害
、脳

血
管
疾
患
後
遺
症
な
ど
）で
あ
っ
て
、

医
療
上
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
必
要
と
す

る
傷
病
。

※
疲
労
回
復
や
慰
安
目
的
な
ど
の

マ
ッ
サ
ー
ジ
は
対
象
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。令

和
５
年
度
介
護
保
険
料
に

つ
い
て

問
い
き
い
き
高
齢
支
援
課

☎
（
8
7
6
）１
２
９
1

令
和
５
年
度
介
護
保
険
料
決
定
・

納
入
通
知
書
は
６
月
中
旬
に
発
送

し
ま
す
。年
金
か
ら
保
険
料
を
差
し

引
か
れ
る
人
を
除
き
、第
１
期
納
期

限
は
６
月
30
日（
金
）で
す
。期
限
内

納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

〇
病
院
で
の
治
療
と
重
複
不
可

同
じ
け
が
で
、病
院
と
整
骨
院
・

接
骨
院（
柔
道
整
復
）両
方
の
治
療

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。ま

た
、施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
は
、

医
師
の
診
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

〇
自
署
と
領
収
書
の
保
管

療
養
費
支
給
申
請
書
は
、必
ず
自

分
で
署
名
し
、領
収
書
を
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。ま
た
、後
日
国
民
健
康

保
険
課
か
ら
郵
送
さ
れ
る「
医
療
費

通
知
」に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
く

だ
さ
い
。

※
医
療
費
適
正
化
を
図
る
た
め
、

施
術
内
容
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

は
り
・き
ゅ
う
お
よ
び
あ
ん
ま
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
る
人
へ

（
療
養
費
の
お
知
ら
せ
）

問
国
民
健
康
保
険
課  

給
付
係

☎
内
線
３
７
１
３

国
民
健
康
保
険
で
は
、医
師
か
ら

は
り
・
き
ゅ
う
お
よ
び
あ
ん
ま
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
の
同
意
を
得
て

施
術
を
受
け
た
場
合
、療
養
費
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

定
期
的
に
療
養
費
支
給
申
請
書

に
医
師
の
同
意
書
の
添
付
が
必
要

で
す
。療
養
費
支
給
申
請
書
は
、内

容
を
確
認
し
て
か
ら
サ
イ
ン
を
し

ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、同
じ
傷
病
や
類
似
疾
病

で
、は
り
・
き
ゅ
う
と
あ
ん
ま
・
マ
ッ

税
金
・
保
険
・
年
金

令
和
５
年
度
所
得
関
係
証
明
は

６
月
１
日
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す

問
市
民
税
課

☎（
8
7
6
）１
２
７
3

６
月
１
日（
木
）か
ら
令
和
５
年

度
所
得
関
係
証
明
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
所
得
や
、税
額
の
内
容

を
証
明
す
る
も
の
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
人
は
、コ
ン
ビ
ニ
で
所
得
課
税

証
明
書
・
所
得
証
明
書
・
課
税
証
明

書
が
取
得
で
き
ま
す
。

整
骨
院
・接
骨
院（
柔
道
整
復
）

は
正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
！

問
国
民
健
康
保
険
課  

給
付
係

☎
内
線
３
７
１
３

【
保
険
証
が
使
え
る
場
合
】

け
が
に
よ
る
骨
折
、ひ
び（
不
全

骨
折
）、脱
臼
、打
撲
、捻
挫
、肉
離
れ

※
た
だ
し
骨
折
、不
全
骨
折
、脱
臼

の
場
合
は
、応
急
手
当
て
を
除
き
医

師
の
同
意
が
必
要
で
す
。

【
注
意
事
項
】

〇
負
傷
の
原
因
は
正
確
に

次
の
よ
う
な
場
合
は
、国
民
健
康

保
険
が
使
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
外
傷
性
の
負
傷
で
は
な
い
場
合

②
負
傷
原
因
が
労
働
災
害
に
該
当

す
る
場
合（
通
勤
途
中
の
負
傷
等
）

暮
ら
し
・
環
境
・
福
祉

価
格
高
騰
に
伴
う
住
民
税
非
課

税
世
帯
へ
の
支
援
給
付
金

問
新
型
コ
ロ
ナ
非
課
税
世
帯
等

臨
時
特
別
給
付
金
室

☎
（
９
８
７
）６
３
６
３

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
切
り
替
え
予
定

物
価
高
対
策
と
し
て
、住
民
税
非

課
税
世
帯
１
世
帯
あ
た
り
３
万
円
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

支
給
対
象
者

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

基
準
日（
令
和
５
年
５
月
１
日
）時

点
で
浦
添
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

（
世
帯
全
員
の
令
和
５
年
度
分
住
民

税
均
等
割
が
非
課
税
）の
世
帯
主
。

令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら
５
月
１

日（
見
込
み
）ま
で
に
、離
婚
や
課
税

者
の
死
亡
等
に
よ
っ
て
住
民
税
非
課

税
世
帯
と
な
っ
た
世
帯
に
つ
い
て

は
、元
配
偶
者
等
に
よ
る
扶
養
に
か

か
わ
ら
ず
、「
給
付
金
」の
対
象
と
な

り
ま
す
。こ
の
場
合
は
申
請
が
必
要

で
す
。

※
基
準
日
に
浦
添
市
に
住
民
登
録
が

あ
る
世
帯
が
対
象

②
家
計
急
変
世
帯

予
期
せ
ず
家
計
が
急
変
し
、世
帯

全
員
が
住
民
税
非
課
税
相
当
の
収
入

と
な
っ
た
世
帯

※
①
に
該
当
し
、支
給
を
受
け
る
人

は
対
象
外

支
給
手
続
き

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

対
象
者
に
は
７
月
上
旬（
予
定
）

に
、給
付
内
容
や
確
認
事
項
が
書
か

れ
た
文
書
を
送
付
し
ま
す
。中
身
を

確
認
し
、返
信
が
必
要
な
場
合
は
期
限

内
に
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

②
家
計
急
変
世
帯

給
付
金
を
受
け
取
る
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。申
請
書
は
７
月
上
旬

（
予
定
）か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
臨
時
特
別
給
付

金
室
窓
口
で
配
布
予
定

※
文
書
発
送
日
・
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

設
置
日
・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
・
申
請
期

限
・
令
和
5
年
度
住
民
税
が
課
税
さ

れ
て
い
る
人
の
扶
養
親
族
の
み
か
ら

な
る
世
帯
の
取
り
扱
い
な
ど
に
つ
い

て
は
、決
定
次
第
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▲詳しくはこ
ちら

下
水
道
使
用
料
の
改
定

問
上
下
水
道
部
経
営
企
画
室

☎（
８
７
７
）４
８
６
９

下
水
道
使
用
者
の
皆
さ
ま
が
将
来

に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
お
使
い
い
た

だ
き
、独
立
採
算
に
よ
る
事
業
経
営

を
図
る
た
め
に
、４
月
１
日
か
ら
下

水
道
使
用
料
が
変
わ
り
ま
し
た
。令

和
５
年
４
月
１
日
よ
り
前
か
ら
継
続

し
て
使
用
し
て
い
る
人
は
、６
月
検

針
分
以
降
の
請
求（
７
月
請
求
分
）か

ら
変
わ
り
ま
す
。ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▲下水道使用
料の改定

浦添市の 家計簿問い合わせ
財政課
☎（876）1202

浦添市の家計簿は、予算の執行状況や市有財産の状況、市の借入金等を中心に年2回公表しております。
令和4年度下半期財政状況（令和5年3月31日現在）

人口 114,868人
男 55,745人
女 59,123人

世帯数 52,742世帯
面 積 19.44k㎡

一般会計予算執行状況

各会計予算執行状況

市有財産の状況

歳出科目 予算現額 支出済額 市民一人当たり
に使われる経費 説明

構成比 執行率
民　生　費 323億5,694万円 50.9% 298億5，495万円 92.3% 259,907円 生活保護、障がい者福祉など
総　務　費 106億8,841万円 16.8% 68億6,185万円 64.2% 59,737円 防災、選挙費、デジタル費用など
教　育　費 46億6,560万円 7.3% 42億7,015万円 91.5% 37,174円 小中学校の管理、保健体育費など
衛　生　費 45億3,213万円 7.1% 34億6,138万円 76.4% 30,134円              保健衛生費、清掃費など
土　木　費 42億5,079万円 6.7% 31億3,006万円 73.6% 27,249円 道路・街路・公園の維持管理など
公　債　費 30億6,444万円 4.8% 30億6,035万円 99.9% 26,642円 借入金の元金・利子など
消　防　費 9億5,059万円 1.5% 9億2,649万円 97.5% 8,066円 消防、救急関係の費用など
商　工　費 11億2,880万円 1.8% 8億9,128万円 79.0% 7,759円 観光、商工業振興など
農林水産業費 7億　 8,119万円 1.2% 3億8,350万円 49.1% 3,339円 農業、林業、水産業など
そ　の　他 11億　668万円 1.9% 9億6,093万円 86.8% 8,366円 議会費、労働費、予備費など

総　　　額 635億2,557万円 100.0% 538億　　94万円 84.7% 468,373円
※各項目の合計と総額の相違に関しては、端数処理による。

●市税の徴収状況（3月末時点）
本年度課税分 滞納繰越分

徴収率 徴収率
収 入 済 額 172億   460万円 96.0% 1億   969万円 43.0%
徴収すべき金額 179億1,799万円 2億5,480万円

財源 歳入科目
予算現額 収入済額

構成比 収入率

自主財源

市 　 　 　 税 172億4,250万円 27.6% 175億6,946万円 101.9%
負担金・諸収入 7億3,284万円 1.2% 8億5,400万円 116.5%
使用料・手数料 5億9,347万円 1.0% 6億円 101.1%
繰 入 金 等 68億6,109万円 11.0% 41億2,452万円 60.1%

依存財源

国・県支出金 261億1,339万円 41.8% 234億8,900万円 90.0%
地 方 交 付 税 54億3,394万円 8.7% 54億9,997万円 101.2%
交 付 金 等 39億3,002万円 6.3% 38億2,790万円 97.4%
市 債 15億1,410万円 2.4% 1億3,755万円 9.1%
総 額 624億2,135万円 100.0% 561億　240万円 89.9%

●一般会計の主な支出（支出済額）

●一般会計の主な収入（収入済額）

●一時借入金の状況（３月末現在）
一 般 会 計 0円
特 別 会 計 0円
企 業 会 計 0円

●市の借入金（３月末現在）　　
借 入 現 在 高 389億6,244万円
市民一人当たりの借金 34万円
一日当たりの支払利子 49万円

土地
2,060,635㎡

建物
294,149㎡

基金
125億6,062万円

有価証券
9億218万円

会　計　名 予算現額 収入済額 支出済額 執行率
一 般 会 計 635億2,557万円 561億　240万円 538億　 94万円 84.7%
国 民 健 康 保 険 128億   210万円 127億   188万円 126億3,504万円 98.7%
土地区画整理事業 31億8,455万円 20億5,133万円 19億2,439万円 60.4%
介 護 保 険 83億6,465万円 81億3,585万円 78億5,946万円 94.0%
後期高齢者医療 11億8,081万円 11億8,886万円 11億6,297万円 98.5%
水
道
事
業
会
計

収益的収入 27億1,045万円 27億3,389万円 100.9%
収益的支出 26億5,579万円 25億2,611万円 95.1%
資本的収入   5億1,522万円 4億5,698万円 88.7%
資本的支出 11億1,161万円 6億2,780万円  56.5%

下
水
道
事
業
会
計

収益的収入 19億2,376万円 18億7,172万円 97.3%
収益的支出   18億5,855万円 18億1,583万円 97.7%
資本的収入 24億8,302万円 19億3,616万円 78.0%
資本的支出 28億       3万円 20億1,549万円 72.0%
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問問い合わせ先　☎　電話番号

【70
歲
以
上・土
日
祝
日
限
定
】

ゆ
い
レ
ー
ル「
が
ん
じ
ゅ
う
１

日
乗
車
券
」の
販
売

問
い
き
い
き
高
齢
支
援
課

☎（
８
７
6
）１
２
９
２

市
内
高
齢
者
の
外
出
機
会
の
充

実
を
目
的
と
し
て
、沖
縄
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル
各
駅
窓
口
で
、土
日
祝
日
に

限
り
、「
が
ん
じ
ゅ
う
１
日
乗
車
券
」

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

「
が
ん
じ
ゅ
う
１
日
乗
車
券
」と
は
、

購
入
し
た
日
に
限
り
、ゆ
い
レ
ー
ル

全
線
が
乗
り
放
題
に
な
る
乗
車
券

で
、３
０
０
円
で
購
入
で
き
ま
す
。

対
象
者

満
70
歳
以
上
の
浦
添
市
民

購
入
場
所

モ
ノ
レ
ー
ル
各
駅
窓

口  

※
市
役
所
で
は
購
入
不
可

利
用
で
き
る
日

土
日
祝
日
、慰
霊

の
日  

※
敬
老
の
日
は
除
く

※
購
入
の
際
に
は
、年
齢（
生
年
月

日
）と
浦
添
市
に
住
ん
で
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
な
ど
の
公
的
証
明
書
の
提

示
が
必
要
で
す
。

高
齢
者
の
た
め
の
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

問
い
き
い
き
高
齢
支
援
課

☎（
8
7
6
）１
２
９
2

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
高
齢
者

の
た
め
に
必
要
な
支
援
を
、福
祉

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

●
高
齢
者
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

リ
フ
ト
付
車
両
で
、自
宅
か
ら
医

療
機
関
ま
で
の
送
迎
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

60
歳
以
上
の
在
宅
の
人

で
、車
い
す
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
を

必
要
と
し
、一
般
の
交
通
機
関
を
利

用
す
る
こ
と
が
困
難
な
人

●
配
食
サ
ー
ビ
ス

夕
食
の
お
弁
当
を
高
齢
者
の
自

宅
に
配
達
す
る
こ
と
で
、安
否
確
認

な
ど
の
見
守
り
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

安
否
確
認
を
必
要
と
す

る
65
歳
以
上
の
単
身
・
高
齢
者
の
み

の
世
帯
で
、食
事
の
調
理
や
手
配
が

困
難
な
人

費
用

１
食
3
0
0
～
5
0
0
円

※
課
税
状
況
・
食
事
内
容
に
よ
り
金

額
が
異
な
り
ま
す

●
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

急
病
や
事
故
な
ど
緊
急
の
際
、簡

単
な
操
作
で
外
部
に
通
報
で
き
る

機
器
を
設
置
し
、日
常
生
活
の
安
全

を
確
保
し
ま
す
。

対
象
者

65
歳
以
上
の
単
身
・
高
齢

者
の
み
の
世
帯
で
、疾
病
等
が
あ
り
、

日
常
生
活
に
注
意
を
要
す
る
人

●
在
宅
介
護
手
当

寝
た
き
り
や
認
知
症
の
状
態
が

６
か
月
以
上
継
続
し
て
い
る
高
齢

者
を
、在
宅
で
介
護
し
て
い
る
介
護

者
に
対
し
、月
額
５
千
円
の
介
護
手

当
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者

在
宅
で
生
活
す
る
65
歳

以
上
の
要
介
護
高
齢
者（
要
介
護
３

〜
５
）を
介
護
す
る
人
で
、本
人
お

よ
び
介
護
者
の
世
帯
に
お
け
る
前

年
の
最
多
所
得
が
１
千
万
円
未
満

の
人

●
介
護
用
品
支
給

紙
お
む
つ
等
に
引
き
換
え
が
で

き
る
月
額
6
2
5
0
円
分
の
支
給

証
を
交
付
し
、在
宅
の
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
介
護
者
の
負
担
を
軽

減
し
ま
す
。

対
象
者

要
介
護
４
～
５
の
認
定

を
受
け
て
い
る
65
歳
以
上
の
高
齢

浦添市役所（代）☎（876）1234問問い合わせ先　☎　電話番号

費
用
１
か
月
に
つ
き
１
６
０
０
円

場
所

○
メ
デ
ィ
カ
ル
ジ
ム
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

○
カ
ー
ブ
ス
浦
添
宮
城
、カ
ー
ブ
ス
浦

添
バ
ー
ク
レ
ー（
カ
ー
ブ
ス
は
女
性
専

用
）

○
ワ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
グ
沖
縄

【
ア
ク
ア
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
く
ら
ぶ（
水

中
運
動
）】

期
間
２
か
月
間（
週
２
回
）

費
用
１
か
月
に
つ
き
１
６
０
０
円

場
所

Ｊ
Ｓ
Ｓ
浦
添
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル

令
和
５
年
度
浦
添
市
住
宅・

子
育
て
支
援
港
川
宿
舎
空
き

家
待
ち
入
居
者
募
集

問
共
同
企
業
体（
株
式
会
社
レ

キ
オ
ス
、ア
ス
リ
ン
ク
ホ
ー
ム
株

式
会
社
）

☎（
９
４
３
）５
７
２
２

問
建
築
営
繕
課

☎（
８
７
６
）１
２
５
1

子
育
て
支
援
を
目
的
と
し
た
、

市
民
住
宅
の
空
き
家
待
ち
入
居
者

募
集
を
行
い
ま
す
。

※
令
和
５
年
８
月
以
降
に
発
生
す

る
空
き
家
を
見
込
ん
で
入
居
順
位

を
決
め
る
も
の
で
、現
在
空
い
て
い

る
住
戸
に
つ
い
て
募
集
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

募
集
す
る
住
宅

浦
添
市
民
住
宅・

子
育
て
支
援
港
川
宿
舎

「
募
集
の
し
お
り
」
配
布
お
よ
び
申

し
込
み
受
付
期
間

①
６
月
12
日（
月
）か
ら
16
日（
金
）

の
間
、市
役
所
議
会
棟
１
０
２
会
議

室
で
、し
お
り
配
布
と
直
接
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

②
６
月
12
日（
月
）か
ら
23
日（
金
）

株
式
会
社
レ
キ
オ
ス
に
郵
送
。当
日

消
印
有
効
。

※
申
し
込
み
に
は
、資
格
要
件
が
あ

り
ま
す
の
で
、「
募
集
の
し
お
り
」

を
よ
く
読
ん
で
か
ら
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。し
お
り
は
23
日
ま
で
、市

役
所
１
階
総
合
案
内
お
よ
び
、５
階

建
築
営
繕
課
で
配
布
し
ま
す
。

子
育
て
・
教
育

６
月
は
児
童
手
当
の
更
新
月
で
す

問
こ
ど
も
家
庭
課

☎
（
8
7
6
）1
2
8
0

令
和
４
年
度
か
ら
、児
童
手
当
現

況
届
が
原
則
提
出
不
要
に
な
り
ま

し
た
。た
だ
し
、次
の
対
象
者
は
現

況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

・「
離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別
居
」

と
申
請
し
た
人

・
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
等
に
よ
り
、

住
民
票
の
住
所
地
が
実
際
の
居
住

地
と
異
な
る
人

・
戸
籍
お
よ
び
住
民
票
に
記
載
の

な
い
児
童（
無
戸
籍
児
童
）を
養
育

し
て
い
る
人

・
法
人
で
あ
る
未
成
年
後
見
人
、施

設
・
里
親
の
受
給
者

・
里
親
を
含
む
施
設
等
入
所
者

・
そ
の
他
状
況
を
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
人

提
出
が
必
要
な
受
給
者
に
は
、現

況
届
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。内
容

を
確
認
し
、必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

６
月
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。現

況
届
の
提
出
が
な
い
と
６
月
分
以

降
の
児
童
手
当
の
振
り
込
み
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

所
得
が
所
得
上
限
限
度
額
を
上

回
っ
た
場
合
は
、受
給
資
格
が
消
滅

と
な
り
、児
童
手
当
等
が
支
給
さ
れ

な
く
な
り
ま
す
。そ
の
翌
年
度
以
降

に
所
得
が
所
得
上
限
額
を
下
回
っ

た
場
合
は
、改
め
て
認
定
請
求
書
等

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
ま
か
せ
て
会
員
養
成
講
座
」

受
講
生
募
集

問
浦
添
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・サ
ポ
ー

ト
・セ
ン
タ
ー（
内
間
保
育
所
２
階
）

☎
（
８
７
０
）０
０
７
３

☎
０
８
０（
１
５
３
４
）０
０
７
３

子
育
て
支
援
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア（
ま
か
せ
て
会
員
）を
養
成
す

る
講
座
で
す
。興
味
の
あ
る
人
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

実
施
日

６
月
15
日（
木
）～
７
月

20
日（
木
）の
間
で
全
11
回（
１
回
２

時
間
程
度
）

場
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

て
ぃ
ん
さ
ぐ（
サ
ン
エ
ー
パ
ル
コ
シ

テ
ィ
３
階
）

対
象

市
内
在
住
者（
要
身
分
証
明

書
）

費
用

２
千
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

募
集
人
数

10
人
程
度（
５
人
以
上

で
開
講
予
定
）

募
集
期
間

６
月
１
日（
木
）～
９

日（
金
）

申
込
方
法

浦
添
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
に
電
話

※
託
児
有（
有
料
、事
前
申
し
込
み

必
要
）

者
を
介
護
し
て
い
る
人
で
、市
民
税

非
課
税
世
帯
に
属
し
て
お
り
、か
つ

浦
添
市
に
居
住
し
て
い
る
人（
介
護

者
お
よ
び
被
介
護
者
）

●
訪
問
介
護
等
利
用
者
負
担
額
軽

減
措
置

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、訪

問
介
護
、訪
問
看
護
、訪
問
型
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
時
の
利
用
者
負

担
額
の
４
割
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

介
護
保
険
被
保
険
者
で
、

介
護
保
険
所
得
段
階
が
１
～
３
段

階
に
属
す
る
人（
市
民
税
非
課
税
世

帯
）

※
訪
問
調
査
が
必
要
な
事
業
も
あ

り
ま
す
の
で
、利
用
を
希
望
す
る
場

合
は
、事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

問
い
き
い
き
高
齢
支
援
課

☎（
8
7
6
）１
２
９
2

７
月
か
ら
介
護
予
防
教
室
を
開
催

し
ま
す
。教
室
に
よ
り
、開
催
日
時
や

場
所
が
異
な
り
ま
す
の
で
、詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

で
、介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
。

初
め
て
の
人
を
優
先
。

受
付
期
間
６
月
20
日（
火
）ま
で

申
込
方
法
い
き
い
き
高
齢
支
援
課

に
電
話
で
予
約
後
、窓
口
で
申
込
書
を

記
入
。

そ
の
他
各
教
室
定
員
に
達
し
次
第

受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

※
健
康
状
態
に
よ
っ
て
は
、医
師
に
よ

る
診
療
情
報
提
供
書
の
提
出
や
参
加

を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
生
き
い
き
貯
筋
く
ら
ぶ（
筋
ト
レ
）】

期
間
２
か
月
間（
週
２
回
）

低所得の子育て世帯に

　食費等の物価高騰の影響を特に受ける､低所得の子育て世帯に対し､子育て世帯生活支援特別給付金を支
給します｡申請が必要な人（❷または❸に該当する人）は受付期限までに申請してください。
※両方の給付を受けることは
できません。 ひとり親の世帯

❶令和４年度給付金支給対象者

子ども1人あたり            の給付金が支給されます。

❶令和5年3月分の児童扶養手当受給者

ひとり親以外の世帯

❷公的年金等（遺族・障害・老齢年金等）を受給して
いることにより、令和5年3月分の児童扶養手当の
支給を受けていない人。

❷令和5年１月以降の収入が急変し、住
民税非課税相当の収入となった人。
※18歳未満（障がい児の場合は20歳
未満）の児童を扶養している
父母等。

申請書に必要事項を記入
し、必要書類とともに､こど
も家庭課窓口に直接､また
は郵送で提出してくださ
い。

受付期限：
令和6年2月29日

問い合わせ こども家庭庁 コールセンター ☎0120-400-903 こども家庭課 ☎（876）1280

5万円5万円

❸令和５年１月以降の収入が急変
し、児童扶養手当を受給している
人と同じ水準となっている人。

詳しくはこちら⬆詳しくはこちら⬆

指定口座に振り込みました。
ご確認ください。

令和5年5月29日申
請
不
要

申
請
が
必
要

一律
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児
童
手
当
の
支
給

問
こ
ど
も
家
庭
課

☎
（
8
7
6
）1
2
8
0

児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
支
給
日

は
６
月
９
日（
金
）で
す
。

６
月
期
の
振
り
込
み
で
は
、令
和

５
年
２
月
分
か
ら
５
月
分
ま
で
を

支
給
し
ま
す
。通
帳
を
記
帳
し
て
振

り
込
み
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
口
座
に
入
金
さ
れ
る
時
間
帯
は

金
融
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※
令
和
５
年
３
月
で
世
帯
に
お
け

る
全
て
の
対
象
児
童
が
中
学
校
を

卒
業
し
、児
童
手
当
の
支
給
事
由
が

消
滅
し
た
人
に
は
、今
回
の
振
り
込

み
で
令
和
５
年
２
月
か
ら
３
月
分

ま
で
の
、２
か
月
分
の
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

そ
の
他

「
浦
添
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー・

浦
添
市
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

の
指
定
管
理
者
募
集

問
い
き
い
き
高
齢
支
援
課
高
齢

福
祉
係

☎
（
８
７
６
）１
２
９
２

指
定
管
理
期
間

令
和
６
年
４
月

１
日
～
令
和
11
年
３
月
31
日

募
集
要
項
配
布
期
間

７
月
31
日

（
月
）ま
で

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲詳しくはこ
ちら

校
内
自
立
支
援
員
の
募
集

問
こ
ど
も
青
少
年
課

☎
（
８
６
７
）１
２
９
６

不
登
校
児
童
生
徒
等
へ
の
学
習

支
援
や
、学
級
復
帰
支
援
を
行
う
校

内
自
立
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者

①
～
③
の
い
ず
れ
か
を

満
た
す
人

①
教
員
免
許
保
持
者

②
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
に

お
い
て
、児
童
学
、心
理
学
、教
育
学

を
専
修
す
る
学
科
ま
た
は
、こ
れ
ら

に
相
応
す
る
過
程
を
修
め
て
卒
業

し
た
者（
見
込
み
可
）

③
児
童
生
徒
に
対
す
る
学
習
支
援

の
勤
務
経
験
が
あ
り
、校
内
自
立
支

援
員
に
必
要
な
経
験
を
有
す
る
者

募
集
人
数

若
干
名

勤
務
場
所

市
内
中
学
校

任
用
期
間

令
和
6
年
3
月
31
日

ま
で

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
用

紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。▲詳しくはこ

ちら

「
6
・12
愛
の
声
か
け
一
斉
早

朝
コ
ー
ル
作
戦
」出
発
式
お
よ

び
あ
い
さ
つ
運
動

問
こ
ど
も
青
少
年
課

☎
（
８
６
７
）１
２
９
６

こ
の
運
動
は
青
少
年
健
全
育
成

活
動
の
一
環
と
し
て
、平
成
13
年
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。今
年
は
次
の

日
程
で
出
発
式
と
あ
い
さ
つ
運
動

を
行
い
ま
す
。

各
学
校
区
の
民
生
委
員
お
よ
び

青
少
年
健
全
育
成
活
動
に
協
力
で

き
る
人
は
、お
近
く
の
学
校
で
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時

6
月
12
日（
月
）午
前
7
時

30
分
～
8
時
10
分

出
発
式
の
場
所

ロ
ー
ソ
ン
浦
添

内
間
4
丁
目
店

あ
い
さ
つ
運
動
の
場
所

市
内
各

小
中
高
校
の
正
門
前

※
出
発
式
・
あ
い
さ
つ
運
動
の
駐
車

場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

８
月
開
講
沖
縄
県
障
害
者
職
業

訓
練
生
募
集

問
浦
添
職
業
能
力
開
発
校

☎
（
８
７
９
）２
５
６
０

沖
縄
県
で
は
、障
が
い
が
あ
る
人

の
働
き
方
を
支
援
す
る
た
め
、職
業

高齢者活躍人材確保育成事業

TEL（098）871-0330
（公社）沖縄県シルバー人材センター連合

期間：7月12日（水）～7月14日（金）
開催地：豊見城市内／受講料：無料

清掃スタッフ講習

浦添市内にお住いでシルバーセンターに入会を
希望する60歳以上の方 お問合せ下さい!

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

コ
ー
ス
名

施
設
清
掃
業
務
科（
定

員
１
人
）

場
所

ア
イ
ム
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
て
だ

こ
ホ
ー
ル

対
象
の
障
害
者
区
分

身
体
障
が

い
者（
内
部
障
害
）、知
的
障
が
い
者
、

発
達
障
が
い
者

期
間

８
月
１
日（
火
）～
10
月
31

日（
火
）

募
集
期
間

６
月
１
日（
木
）～
26

日（
月
）

費
用

受
講
料
無
料（
保
険
料
等
は

自
己
負
担
）

申
し
込
み
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
那
覇

ゆ
い
レ
ー
ル・利
用
者
モ
ニ
タ
ー

募
集

問
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
株
式

会
社

☎
（
8
５
９
）２
６
９
２

ゆ
い
レ
ー
ル
の
満
足
度
調
査
の

取
り
組
み
に
参
加
い
た
だ
け
る
人
を

募
集
し
ま
す
。モ
ニ
タ
ー
期
間
中
、２

か
月
お
き
に
担
当
駅
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ
き
ま

す
。モ
ニ
タ
ー
の
人
に
は
謝
礼
と
し

て
1
日
乗
車
券
を
5
枚
進
呈
。

モ
ニ
タ
ー
期
間

今
年
度
末
ま
で

申
込
期
間

６
月
30
日（
金
）ま
で

募
集
人
数

18
人

※
16
歳
以
上
で
、沖
縄
本
島
在
住
・

在
勤
ま
た
は
、在
宅
で
モ
ノ
レ
ー
ル

を
利
用
し
て
い
る
人

https://www.yui-rail.co.jp/?post_type=news&p=7649

▲モニター募
集特設Web
サイト

市
役
所
内「
地
域
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
相
談
窓
口
」

問
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
琉
球

☎
（
９
１
７
）２
０
８
６

働
き
た
い
け
ど
…「
ど
う
し
て
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い
」「
自
信
が
な

い
」そ
ん
な
人
の
た
め
に
、自
分
に

合
っ
た
ペ
ー
ス
で
一
歩
ず
つ
前
に

進
む
こ
と
を
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

日
時

６
月
27
日（
火
）午
後
2
時

～
5
時
※
毎
月
第
４
火
曜
日

場
所

市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー（
ふ
る

さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
向
か
い
側
）

対
象

15
歳
〜
49
歳

※
保
護
者
や
学
校
関
係
者
、支
援
機

関
関
係
者
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

費
用

無
料

若
年
者
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
就
活
生
募
集
！

問
若
年
者
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
事
務
局

☎
（
８
６
６
）３
６
１
１

何
が
し
た
い
か
、何
が
向
い
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
い
あ
な
た
の
た
め

の
就
活
プ
ロ
グ
ラ
ム
！
事
前
研
修
と

職
場
訓
練
を
と
お
し
、就
職
と
継
続

雇
用
を
目
指
し
ま
す
。

訓
練
期
間

３
か
月
間

※
事
前
研
修（
15
日
間
）＋
県
内
企
業

で
職
場
訓
練
を
実
施（
2
か
月
）

対
象

県
内
在
住
で
、40
歳
未
満
の

求
職
者（
在
学
中
の
人
は
除
く
。た
だ

し
定
時
制
、通
信
制
は
参
加
可
能
）

※
失
業
給
付
受
給
者
も
参
加
可
能

応
募

就
職
相
談
会
へ
ご
参
加
く

だ
さ
い（
事
前
予
約
制
）

募
集
期
間  

5
月
か
ら
9
月
ま
で
随

時
募
集
。
た
だ
し
各
期
定
員
に
達
し

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▲詳しくはこ
ちら

合
同
就
職
説
明
会
＆
面
接
会

（
中
南
部
地
域
）

問
マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事

務
局

☎
（
８
６
５
）５
２
７
０

地
元
で
働
き
た
い
高
年
齢
者
・
障

が
い
者
の
人
必
見
！
す
べ
て
の
求
職

者
を
対
象
と
し
た
、地
元
中
小
企
業

が
参
加
す
る
合
同
就
職
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

6
月
21
日（
水
）午
後
１
時

～
４
時

場
所

沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
会
議
棟（
A1
・
A2
・
A3
）

対
象

す
べ
て
の
求
職
者

※
55
歳
以
上
の
高
年
齢
者
お
よ
び
障

が
い
者
を
含
む（
来
春
卒
業
予
定
の

学
生
も
参
加
可
）

▲詳しくはこ
ちら

「
一
日
合
同
行
政
相
談
所
」を

開
設
し
ま
す
！

問
総
務
省
沖
縄
行
政
評
価
事
務

所  

き
く
み
み
沖
縄

☎
（
８
６
７
）１
１
０
０

沖
縄
行
政
評
価
事
務
所
で
は「
一

日
合
同
行
政
相
談
所
」を
開
設
し
、市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
、役
所
の
手
続
き
、

福
祉
、税
金
、道
路
等
、行
政
手
続
き

に
つ
い
て
の
相
談
や
要
望
を
受
け
付

け
ま
す
。

日
時

６
月
30
日
（
金
）午
前
10
時

～
午
後
４
時

場
所

サ
ン
エ
ー
経
塚
シ
テ
ィ

１

階
中
央
コ
ー
ト

当
日
は
、弁
護
士
等
に
よ
る
無
料

法
律
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。※
要

事
前
予
約

事
前
予
約
期
間

６
月
26
日（
月
）

～
29
日（
木
）

※
予
約
が
多
数
あ
っ
た
場
合
、締
め

切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

民生委員・児童委員募集！
浦添市民生委員児童委員連絡協議会
☎（877）8278

問い合わせ

　民生委員・児童委員は、厚生労働大臣から委嘱を受け、社会福祉を
推進するためさまざまな活動を行う、地域で一番身近な相談・支援の
ボランティアです。地域の困り事や心配事の相談、登下校の見守りや
声掛け、高齢者や子育て家庭の訪問などを行い、支援を必要としてい
る人を行政や専門機関につなぐ「橋渡し役」です。
　現在、定員１４１人のうち６０人不足しており、市では委員になってい
ただける人を募集しています。お住まいの地域の福祉に理解があり、
活動に興味のある人は問い合わせください。

▼各中学校区の不足状況

浦添中学校区

仲西中学校区

神森中学校区

港川中学校区

浦西中学校区

９人（定員29人）

1６人（定員3５人）

１２人（定員３１人）

２０人（定員３０人）

３人（定員16人）

区域 募集人数（定員数）編
集
後
記

毎
年
こ
の
時
期
の
沖
縄
は
平
和
に
つ
い

て
の
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
あ
り
ま
す
。平

和
特
集
が「
戦
争
」特
集
に
な
ら
な
い
よ
う
、

考
え
る
分
だ
け
迷
走
し
ま
し
た
が
、小
さ
な

一つ一つ
の
平
和
が
繋
が
り
、大
き
な
平
和
に

な
り
ま
す
よ
う
に
(喜
名
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

特
集
で
取
り
あ
げ
た
モ
ビ
リ
テ
ィ・マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
。単
語
を
聞
い
て
も
何
の
こ

と
だ
ろ
う
？
自
分
と
は
関
係
の
な
い
こ
と
？

と
思
っ
た
り
も
し
ま
す
が
、内
容
は
と
て
も

身
近
な「
交
通
」の
こ
と
。日
頃
当
た
り
前
に

利
用
し
て
い
る
車
は
便
利
で
必
要
な
も
の
で

す
が
、そ
の
影
響
も
色
・々・・。無
意
識
に
利

用
し
て
い
る
車
か
ら
、今
日
は
バ
ス
や
モ
ノ

レ
ー
ル
、徒
歩
で
行
っ
て
み
よ
う
か
な
？
と

考
え
た
り
、家
族
で
会
話
す
る
き
っ
か
け
に

な
る
と
、嬉
し
い
で
す
(大
城
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

取
材
を
通
し
て
知
る
こ
と
が
山
ほ
ど

あ
り
ま
す
。市
民
憲
章
や
民
生
委

員
も
そ
の
ひ
と
つ
。わ
た
し
の
住
ん
で
い

る
地
域
に
は
こ
ん
な
に
も
尊
敬
す
べ
き
人

が
い
た
ん
だ
、と
。ひ
と
た
び
意
識
を
向

け
て
み
る
と
、さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
、

人
の
た
め
、地
域
の
た
め
に
行
動
し
て
い

る
人
を
見
か
け
ま
す
。自
分
に
は
何
が
で

き
る
の
か
…
。や
っ
ぱ
り
今
は
精
一
杯
伝

え
て
い
く
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す（
田
中
）

５
月
号
か
ら
新
た
に
始
ま
っ
た
自
治
会
コ

ー
ナ
ー
！
自
治
会
っ
て
ど
ん
な
こ
と
を

し
て
る
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

各
自
治
会
に
よ
っ
て
特
徴
が
あ
り
、地
域
に

住
ん
で
い
る
人
が
楽
し
く
安
心
安
全
に
過

ご
せ
る
よ
う
に
行
事
の
開
催
や
防
犯
等
の

見
守
り
、清
掃
活
動
な
ど
の
地
域
活
動
に
力

を
入
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
！
自
治

会
に
参
加
し
て
い
る
人
は
、他
自
治
会
の
活

動
を
知
る
き
っ
か
け
に
、興
味
は
あ
る
け
ど

よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
人
に
は
参
加
の
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
＾（^
伊
志
嶺
）

税
を
、納
め
る
庶
民
で
す
が
、現
在
で
も

戦
争
を
起
こ
す
国
が
あ
る
。と
て
も

悲
し
い・・・。軍
事
費
で
な
く
、自
然
災
害
で

人
が
亡
く
な
ら
な
い
よ
う
に
自
然
と
の
共

存
と
必
要
と
す
る
科
学
、I
T
技
術・宇
宙

開
発
の
向
上
や
未
来
に
向
け
、平
和
費
が

満
た
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
！
お
代
官

さ
ま
、税
金
も
少
な
く
し
て
ね（
屋
部
）



　浦添市立図書館では、県内初のＹＡ(ヤン
グアダルト)世代コーナーを平成４年に設置
し､中学生から大学生にむけたサービスを
展開してきました｡そこで、この世代の“才能
発揮”の場として､文芸作品を募集します。

ＹＡキャラクター
ちゅーた

浦添市立図書館 

▲浦添市立
図書館

どんなຠが
ߺᭉし߆ߩࠆ᧪
だࠀߜߞ㧋

・歴史
物や空想

的な作品など､めくるめく世界を紹介ください・
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テ ー マ

応募期間

対   象

応募方法

問い合わせ・応募先

問い合わせ・応募先

短編小説の部
４００字詰め原稿用紙
15～20枚程度

（6,000～8,000字以内）

詩の部短編小説の部 詩の部
４００字詰め原稿用紙

5枚程度
（2,000字以内）

・応募作品は各部門1作品まで
・原稿は手書き、またはワープロ原稿（縦書き厳守。鉛筆不可）
・原稿用紙にはタイトル、本文のみ。（名前、学校名等は応募用紙に記入）

６月1日（木）～9月22日（金）
浦添市・那覇市・宜野湾市・西原町に
在住・在学・在勤のＹＡ世代
（中学生～大学生・13～22歳程度）
図書館に持参または郵送（当日消印有効）

浦添､図書館（読書）､その他自由

〒901-2114 浦添市安波茶2-2-1
☎（876）4946/ ＦＡＸ（875）1772
ホームページ▶https://library.city.urasoe.lg.jp
メールアドレス▶ tosyokan@city.urasoe.lg.jp

2022 2021 2020 2019
入賞作品

作品募集作品募集

2022202220222022 202120212021
入賞作品入賞作品入賞作品入賞作品入賞作品入賞作品入賞作品入賞作品入賞作品入賞作品

● イベント●

「沖縄可否の会｣による朗読会
▪日時：６月25日(日)
　　　　午前11時･午後2時（2回)   
▪場所：企画展示室３

▪入場：朗読観覧には常設展チ
　　  ケットが必要です。
▪申し込み不要です。詳しくは
　問合せください。
▪問い合わせ先：浦添市美術館 

戦がやってきた戦がやってきた戦がやってきた戦がやってきた戦がやってきた戦がやってきた戦がやってきた戦がやってきた戦がやってきた戦がやってきた戦がやってきた-沖縄戦版画集沖縄戦版画集沖縄戦版画集沖縄戦版画集沖縄戦版画集沖縄戦版画集沖縄戦版画集沖縄戦版画集沖縄戦版画集沖縄戦版画集沖縄戦版画集沖縄戦版画集沖縄戦版画集沖縄戦版画集沖縄戦版画集沖縄戦版画集沖縄戦版画集沖縄戦版画集沖縄戦版画集沖縄戦版画集-- 版画展版画展版画展版画展版画展儀間比呂志・中山良彦 「戦がやってきた-沖縄戦版画集-」版画展 
いくさ

６/16(金)
〜

７/２(日)

・ 高校生以下無料
・ 一般３００円(２００円）
・ 大学生２００円(１３０円）
・ ６５歳以上２４０円(１６０円）

※( )内は浦添市民割引適用料金。
浦添市在住・在勤であることがわかる
もの(マイナンバーカード、運転免許
証、職員証など)をご提示ください。

美術館の常設展・観覧料金

ぎ  ま

ひ  ろ  し なかやまよしひこ
慰霊の日に合わせ､儀間

比呂志氏･中山 良彦氏の
｢戦がやってきた･沖縄戦
版画集｣から版画作品と
文の展示を行います｡

Facebookホームページ

場　所
浦添市美術館
（企画展示室2･３）
観覧料
 常設展チケットで
 観覧ください

☎（８７９）３２１９
休館日
毎週月曜日(祝日は開館)

※( )内は浦添市民割引適用料金。
美術館の常設展・観覧料金

※( )内は浦添市民割引適用料金。※( )内は浦添市民割引適用料金。

初めてみたアメリカー 戦がやってきた
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